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家庭でしつけよう
新入学（園）児の交通安全

iiiIiiiii州iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii州ii州iIii州iiLi

三
月
　
－
　
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。

新
入
学
（
園
）
児
を
あ
も
う
の
こ
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
何
が
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
通
学

（
園
）
す
る
よ
う
は
な
る
と
、
行
動
範
囲
が
ケ
ン
と
広
が
り
ま
す
。
行
き

帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
…
…
こ
こ

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
交
通
事
故
で
す
。

お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
で
の
〝
し
つ
け
〟
の
一
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守

「
危
な
い
よ
し
「
注
意
し
て
ね
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
で

は
よ
く
理
解
で
き
な
い

物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

る
た
め
に
　
－こ
れ
が
子
供
だ
′

〝
飛
び
出
し
〟
は
な
せ
危
な
い
か
、

高
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
ト
や
後
ろ

で
遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
、

言
葉
で
注
惑
す
る
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
に
　
〟
現
場
〟
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば
や
タ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど

で
遊
ぶ
と
、
遵
掠
者
な
と
が
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン

一
応
の
交
通
ル
ー
ル
は
理
解

で
き
て
も
、
応
用
動
作
が
で

き
な
∪
こ
と
が
多
い

子
供
は
、
大
人
に
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
行
動
に
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
供
の

年
令
を
守
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
飯
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

聞
　
手
を
挙
げ
る
と
ク
ル
マ
は
必

州
　
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
－
と

剛
　
い
っ
た
よ
う
に
物
事
を
単
純

剛
　
に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
こ

剛
　
ろ
が
あ
る

事
は
急
に
は
点
よ
れ
ま
せ
ん
。
手

を
挙
げ
て
道
路
を
獲
る
よ
う
に
教
え

る
と
、
子
供
は
「
千
を
挙
げ
れ
ば
車

は
す
べ
て
止
ま
っ
て
く
れ
る
」
　
と
単

純
に
思
い
込
み
が
ら
に
な
り
ま
す
。

子
供
が
正
し
く
殿
解
で
き
る
よ
う

に
、
教
え
方
に
も
注
窓
を
払
い
ま
し

ょ
う
o

い
つ
も
の
通
常
∴
柵
で
は
信
号
を
き

ち
ん
と
守
り
、
横
断
球
道
を
詳
し
く

疲
れ
で
も
、
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
る
と

周
囲
の
こ
と
が
且
に
入
ら
な
く

な
る

お
母
さ
ん
が
通
路
の
反
対
側
に
い

る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た

ポ
ー
ル
な
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が
っ
て

い
っ
た
り
す
る
と
、
事
の
通
る
の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て

行
動
が
変
わ
る

子
供
は
、
喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
動
に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
胴
り
の
こ
と
に
対
す
る

注
意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

剛
　
よ
し
あ
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
大

用
　
人
や
年
上
の
子
の
マ
ネ
を
す
る

天
人
が
、
黄
信
号
な
の
に
足
っ
て

渡
っ
た
り
す
る
と
、
子
供
は
マ
ネ
を

し
ま
す
。
天
人
の
ル
ー
ル
違
反
は
子

供
の
交
通
安
全
の
し
っ
は
に
良
く
な

い
彰
轡
を
与
え
ま
す
。
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邁
敬
町
は
、
昨
年
の
町
制
二
十
周
年
を
契

機
に
従
来
の
行
政
主
導
か
ら
住
民
主
導
と
施

術
の
転
換
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
の
町
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
）
に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の

想
見
、
量
、
ア
イ
デ
ア
等
を
施
策
に
反
映

さ
せ
て
い
く
た
め
に
一
月
か
ら
毎
月
一
回
、

町
内
各
団
体
の
代
表
者
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
て
き
た
ん
の
な

い
活
発
な
慈
兄
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ます。〇
第
一
回
一
月
七
日

中
央
公
民
館
和
室

「
町
長
よ
り
住
民
懇
談
会
開
髄
の
主
旨
説

明
の
あ
と
、
今
後
の
会
運
営
の
協
議
を
行

「
生
活
環
魂
整
備
」
と
い
う
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
こ
窓
兄
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

っ
た
…
…
次
回
か
ら
テ
ー
マ
毎
に
鶉
を

行う」

・
第
二
回
　
二
月
二
十
日

南
央
公
民
館
講
義
室

「
テ
ー
マ
・
生
活
環
境
捕
殺
に
つ
い
て
∴

班
に
分
か
れ
て
討
議
が
な
さ
れ
た
」

な
お
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
に
改
訂
し
た

基
本
槻
想
、
基
本
計
画
で
は
、
遠
賀
町
の
将

来
像
を
壷
か
な
生
活
都
市
」
と
し
て

の
自
然
に
親
し
む
町

の
生
き
が
い
を
ま
す
ふ
れ
あ
い
の
町

㈲
生
活
を
創
り
楽
し
む
町

㈲
町
民
が
つ
く
る
町

を
、
口
指
し
て
い
ま
す
。

o
あ
い
さ
つ
道
路
の
設
置

。
公
園
に
ト
イ
レ
、
水
道
、
花
糎
の
設
置

o
農
道
の
整
備

。
宮
田
・
遠
賀
線
の
鹿
児
島
本
線
陸
橋
か
ら

木
守
神
社
ま
で
の
道
路
拡
幅

。
覇
の
通
路
沿
い
の
草
刈
り

。
上
下
水
路
の
区
分
け
（
農
業
用
水
路
と
家

庭
排
水
路
）
…
‥
家
庭
排
水
ろ
過
漣
の
設

置
。
非
櫛
用
水
の
確
保

。
河
川
、
排
水
滋
の
掃
除

o
単
∴
歩
道
の
区
分
（
安
全
性
の
高
い
歩
過

の
鼓
膜
）

。
通
路
照
明
（
街
灯
）
の
珊
殺

。
秋
の
南
口
の
滋
腿
と
遠
賀
総
合
運
動
公
園

住
民
懇
談
会
の
参
加
団
体

（順不同）

。
区
長
会
　
∴
集
塵
組
合
長
　
o
公
民
館
長

。
氏
仕
・
児
業
績
。
都
市
計
画
審
議
会

。
同
和
対
衛
莞
議
会
。
敦
脊
委
員
。
社

会
教
脊
委
l
l
 
o
印
肉
各
小
中
学
校
校
長

。
周
回
各
小
山
字
校
P
T
A
。
公
民
館
運

営
委
員
。
消
防
朝
∴
e
航
入
会
。
老
人

会
。
I
華
子
会
。
身
暗
著
の
会
。
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
。
社
会
福
祉
協
議
会
　
o

体
育
協
会
　
o
体
育
指
導
員
　
o
遠
賀
的
背

少
年
育
成
町
民
会
議
。
豊
か
な
心
を
育
て

へ
の
話
合

。
奮
未
練
廃
止
後
の
S
L
公
園
等
の
設
置

。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
の
整
備
（
遠
賀
川
堤

防
の
分
）

。
西
川
河
川
敷
の
利
用
（
浅
木
）

・
宅
地
用
地
の
管
理
（
宅
地
を
取
得
後
、
荒

ら
し
て
革
な
ど
が
生
え
て
お
い
防
犯
上
、

衛
生
上
問
題
）

o
ゴ
ミ
出
し
場
の
管
理
（
犬
な
ど
が
来
て
、

袋
を
破
っ
た
り
す
る
、
不
衛
生
）

。
遠
賀
諦
中
学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
鋸

。
遠
賀
川
区
の
詣
川
陸
橋
の
篤
郎

。
通
路
浸
水
時
、
「
通
行
止
」
の
邦
枝
を
設

置
し
て
ほ
し
い

。
役
場
に
苦
情
処
理
窓
口
を
作
っ
て
ほ
し
い

る
施
筑
推
進
モ
デ
ル
町
家
庭
教
督
部
会
。

背
少
年
地
域
活
動
研
究
推
進
部
会
。
督
少

年
総
会
脊
成
P
T
A
活
動
推
進
部
会
　
o
講

少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
研
究
推
進
部
会

。
子
と
も
会
育
成
会
。
背
少
年
補
導
委
H

e
連
鎖
勘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
o
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
∴
。
背
い
麦

の
会
　
∴
ン
ユ
ニ
ア
吹
奏
嫌
。
少
年
少
女

合
唱
間
　
e
遼
龍
山
友
会
　
二
、
マ
コ
ー
ラ

ス
「
こ
も
れ
ぴ
」
。
社
交
ダ
ン
ス
∴
。
遠

賀
町
税
工
会
　
∴
地
質
郡
雄
脇
。
文
芸
連

e
働
く
友
の
会
。
4
H
ク
ラ
ブ
O
B
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固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
に
供
し
ま
す

地
方
税
法
第
4
1
5
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和

六
十
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
（
評
価
番
え
に
伴
い
例

年
よ
り
一
カ
月
遅
れ
）
の
で
、
関
係
者
は
期

間
中
に
総
覧
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ます。
▽
解
党
劇
問
昭
和
0
0
年
1
月
1
日
～

4
月
柳
日

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
5
0
分
～
1
7
時
但
し
、
土

曜
日
午
後
、
日
・
祭
日
は
除

▽
縦
覧
場
所
役
場
住
民
課
固
定
資
産
税
係

窓
口

な
お
、
固
定
資
産
評
価
替
え
の
た
め
、
固

定
蓋
蒜
第
一
期
分
納
糊
は
、
五
月
に
変
更

の
予
定
で
す
。

第
3
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
と
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
4
月
1
4
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
如
分

襲
開
始
　
9
時

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
襲
方
法
　
予
選
は
リ
ー
グ
戦

決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

富
ま
宝
達
茶
壷
蚤
を
争
卦
官
営
窒
茎
え
え
料
牽
牛
卦

舶
国
　
民
　
年
　
金
　
酷

さ
蔓
掌
寄
せ
せ
せ
ぜ
蔓
草
蔓
や
母
堂
せ
せ
せ
せ
せ
せ
や
喧

国
民
年
金
保
険
料
は

4
月
末
日
が
最
織
潮
間

国
民
年
金
加
入
の
み
な
さ
ん

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

昭
和
五
十
九
年
度
（
昭
和
五
十
九
年
四
月

分
か
ら
六
十
年
三
月
分
）
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
四
月
末
日
が
最
終
納
期
で
す
。
こ
の

鈍
間
を
過
ぎ
る
と
、
今
お
手
元
に
あ
る
町
発

行
の
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
ば
で
さ
す
に
、

国
の
納
付
書
で
銀
行
や
郵
便
局
に
払
い
込
む

か
、
面
接
社
会
保
険
執
務
所
に
出
向
い
て
納

め
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
大
変
面
倒
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
納
め
な
い
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
あ
な
た
が
万
一
病
気
や

け
が
な
ど
で
隈
著
者
に
な
っ
た
と
き
、
こ
主

人
を
亡
く
し
て
母
裏
庭
に
な
っ
た
と
き
、

障
智
年
金
や
母
子
年
盆
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え
も
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
こ

う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、
五
十
九
年
度
の

保
険
料
は
、
必
ず
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料

4
月
か
ら
六
千
七
百
四
十
円
に

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
の
老
後
を

保
障
す
る
国
民
年
金
の
財
政
は
、
国
民
年
金

給
付
と
保
険
料
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

長
期
に
わ
た
っ
て
僅
全
で
安
定
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
給
付
の
面
で
は
、

高
齢
化
に
と
も
な
い
、
年
金
給
付
額
が
年
々

増
加
。
さ
ら
に
、
今
年
の
五
月
か
ら
年
金
額

を
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
け
る
案
が
出

さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
加
入
者
の
負
担
を
増

や
さ
ず
給
付
す
る
こ
と
は
、
大
恋
困
難
な
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
謡
情
か
ら
、
年
金
給
付

水
準
に
見
合
う
保
険
料
が
望
ま
し
い
の
で
す

か
、
加
入
者
の
急
激
な
負
担
増
を
さ
け
る
た

め
、
段
階
的
に
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
六
十
年
度
の

保
険
料
も
月
額
が
六
千
七
百
四
十
円
（
五
百

二
十
円
ア
ッ
プ
）
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
月
々
の
負
担
も
増
え
ま
す
が
、
あ

な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め

こ
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
納
付
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場

国
保
年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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参
加
者
全
員
完
走
／

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

園
回
国
園

曝
紗
総
二
間

三
月
十
日
（
日
）
、
第
二
回
遠
賀
町
民
体

育
大
会
走
ろ
う
会
が
島
田
小
学
校
～
鬼
津
～

ガ
ニ
ハ
ミ
ー
尾
崎
の
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
わ
ず
か
四
十
人
は
と
し
か
参
加

者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
二
㌔
㍍
と
五
㌔
㍍
の
部

に
分
か
れ
力
走
、
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

各
部
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
個
人

▽
男
子
の
部

・
小
学
生
三
・
四
年

勝
島
　
順
（
虫
生
津
）

・
小
学
生
五
二
ハ
年

川
下
　
茂
冶
（
美
　
容
）

・
由
学
生
一
年

鎌
倉
　
誠
治
（
別
　
府
）

。
中
学
生
二
・
三
年

吉
村
建
一
郎
（
中
　
央
）

・
一
一
千
～
三
十
九
賎

高
橋
　
英
則
（
松
ノ
木
）

・
四
十
－
四
十
九
賎

松
尾
　
正
三
（
浅
　
木
）

▽
女
子
の
部

。
小
学
生
三
・
四
年

松
尾
　
友
美
（
松
ノ
本
）

・
小
学
生
五
・
六
年

山
浦
　
忍
（
上
別
府
）

。
中
学
生
一
年

石
橋
　
美
保
（
尾
　
崎
）

・
中
学
生
二
三
年

浜
村
　
美
保
（
東
和
苑
）

〇
二
十
⊥
一
十
九
賎

山
岡
多
可
子
（
虫
生
津
）

・
三
十
－
三
十
九
賎

三
原
　
勝
江
（
鬼
　
津
）

〇
四
十
蔵
以
上

闘
技
三
恵
子
（
新
　
町
）

◎
団
　
体

。
父
と
小
学
生
の
部

山
浦
　
博
美
・
忍
（
上

・
美
婦
の
郡

山
間
　
隙
・
多
可
子
（
虫

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
韻

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
渡
辺
　
久
次
様

（
尾
崎
）
　
渡
辺
　
文
男
様

敬
川
原
　
信
郎
様

（
東
町
）
　
川
原
　
的
文
様

故
河
野
　
巴
子
様

（
遠
賀
川
）
河
野
　
績
朗
様

故
加
藤
　
昭
子
様

（
遠
賀
川
）
加
藤
　
尚
一
様

故
上
谷
　
漁
夫
様

（
松
ノ
本
）
上
谷
　
文
子
様

故
松
本
　
セ
キ
様

（
浅
　
木
）
高
島
茂
人
様

放
出
口
　
実
別
様

（
松
ノ
本
）
山
口
　
邦
子
様

故
安
藤
∴
簸
一
様

（
連
蹟
用
）
安
藤
∴
撰
男
様

図
　
書
　
の
　
寄
　
贈

遠
賀
英
幼
稚
園
保
細
著
会
様

大
助
∴
∴
超
藤
（
別
　
府
）

A
闘
開
園
圏
園
V

河
申
鍋
曹
　
選

風
寒
さ
庭
に
白
梅
請
も
ち
や
が
て
は
来
た
る

黍
と
思
え
り

大
場
∴
房
江

客
は
皆
帰
り
て
広
さ
こ
の
部
屋
に
活
け
い
し

梅
の
一
際
香
る

高
崎
　
佳
子

朝
風
に
ゆ
れ
つ
つ
匂
う
紅
梅
の
雪
降
る
中
に

冴
え
て
う
る
わ
し

井
口
　
政
子

紅
梅
の
咲
き
盛
り
た
る
寺
の
庭
傘
す
ぼ
め
見

る
人
の
美
し

重
は
　
勝

よ
う
や
く
に
風
邪
癒
え
初
め
て
降
り
し
攫
白

梅
一
輪
眼
に
鮮
や
け
し

柴
田
　
労

藤
本
奉
秋
子
　
連

中
新
の
土
の
ぬ
く
も
り
寒
が
明
く石

松
　
金
得

窓
ま
ど
の
明
り
に
降
り
て
春
の
雪三

村
　
妙
子

蕃
燈
に
色
映
ゆ
小
紋
縫
い
急
ぐ
佐
藤
春
子

櫛
の
乱
し
む
音
の
寒
さ
に
月
揚
げ
て

吉
開
銀
句
朗

春
を
待
つ
こ
こ
ろ
馬
酔
木
の
幹
を
な
で

毛
利
す
み
れ
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「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が

用
㊨

作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
だ
よ
」

●
基
本
的
課
題
と
し
て
の
同
和
問
題

－
・
手
づ
く
り
お
菓
子
教
室
…
遠
賀
川
保
育
園
　
－

三
月
七
日
、
遠
賀
川
保
育
園
で
卒
園
を
間

近
に
ひ
か
え
た
年
長
組
の
二
十
七
人
が
ド
ー

ナ
ツ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
四
年
前
か
ら

始
め
ら
れ
た
こ
の
園
児
連
の
料
理
教
室
、
な

か
な
か
好
評
で
す
。
年
に
三
、
四
回
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
前
回
の
ミ
ソ
汁
作
り
に
続
い

て
今
回
の
料
理
教
室
で
は
ド
ー
ナ
ツ
作
り
。

「
こ
れ
は
パ
ン
ダ
ド
ー
ナ
ツ
だ
ぞ
」
と
か

「
こ
れ
う
さ
ぎ
に
似
て
る
で
し
ょ
う
」
と
形

は
い
ろ
い
ろ
思
い
通
り
。
子
供
達
の
夢
が
形

に
な
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
ド
ー
ナ
ツ
の
で
き
あ

がり。

高
橋
園
長
は
、
「
先
の
ミ
ソ
汁
作
り
で
は

自
分
連
で
作
っ
て
食
べ
て
み
て
、
今
ま
で
嫌

い
だ
っ
た
野
菜
も
ミ
ソ
汁
も
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
か
、
お
母
さ
ん
の
苦
労
を
体
験
し

て
手
伝
い
も
よ
く
し
て
く
れ
る
し
、
食
べ
物

を
残
さ
な
く
な
っ
た
と
家
庭
で
も
よ
ろ
こ
ぼ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
の
お
話
。

キ
ッ
ネ
色
に
窺
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
を
年
少
組

に
も
お
す
そ
分
け
。
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ

ん
が
作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
だ
と
み
ん
な
大
喜

び。
で
は
、
「
い
た
だ
き
ま
－
す
」
。

さ
き
に
、
同
和
問
題
と
は
、
同
和
対
策
蕃

U
へ
∴
∵
ェ
し
人

糞
一
審
由
に
よ
り
ま
す
と
、

「
日
本
の
社
会
が
今
日
ま
で
発
展
し
て
き

た
歴
史
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
、
〝
つ
く
り
出

た
李
を
い
と
∴
∴
∴
∴
∴
∴
ご
　
つ

さ
れ
た
身
分
制
度
〟
に
よ
る
差
別
に
よ
っ

て
、
日
本
国
民
の
中
に
一
部
の
人
び
と
が
、

経
済
的
に
も
、
社
会
的
に
も
、
ま
た
文
化

的
な
面
か
ら
も
、
き
わ
め
て
低
い
恵
ま
れ

な
い
状
態
に
お
か
れ
、
い
ま
だ
に
大
切
な

人
権
が
お
か
さ
れ
、
と
く
に
だ
れ
に
で
も

保
障
さ
れ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
権
利
と

C
 
h
∵
っ
∴
∴
か
人
で
▲

自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
、
も
っ
と
も
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題

で
あ
る
い

と
申
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
じ
国
の
な
か
の
、
同
じ
血
の
流
れ
て
い

る
人
び
と
を
、
何
の
罪
も
な
い
の
に
、
集
団

と
し
て
ま
る
ご
と
差
別
し
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
ま
で
犯
す
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
が
い

て
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
、
だ
れ
に
だ
っ
て
、
ま

え
か
ら
よ
く
わ
か
り
き
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
部
落
差
別

に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
、

●
な
ぜ
、
国
が
同
和
対
簾
事
業
や
地
域
改

せ
人
∴
∴
′
T
へ
つ
　
で
ー
ら
∴
＝
∵
つ

善
の
特
別
措
置
法
と
い
う
法
律
ま
で
つ
く

っ
て
、
「
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
つ
と
め
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
全
体
の
課
題
で
あ
る
再
と
し

て
、
と
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

－
な
ぜ
、
市
町
村
も
こ
の
問
題
に
と
り
組

ん
で
い
る
の
か
。
が
↓
こ
↓
e
t
↓
“
く
　
し
や
あ
い

．
な
ぜ
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
な
か

で
；
」
と
さ
ら
に
重
要
だ
と
叫
ば
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
え
は
、
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
い
ま
な
お
、
は
っ
き
り
し
た
疎

実
と
し
て
部
落
差
別
が
あ
る
と
い
う
人
道
上

の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
は
、
ほ
と
ん

ど
み
ん
な
、
部
落
の
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
う

と
い
う
事
実
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
知
っ

て
は
い
る
が
、
ま
ち
か
っ
た
知
り
か
た
や
考

え
か
た
を
し
て
い
る
人
び
と
が
あ
ま
り
に
も

多
い
と
い
う
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
事
実
か
い
つ
ま
で
も
根
強
く

残
り
続
け
て
い
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
唱
え
ら
れ
た
り
、
行
わ
れ
た
り
し
て
い

る
の
で
す
。

と
に
か
く
、
部
落
が
あ
り
、
差
別
の
あ
る

こ
と
を
、
い
ず
れ
は
知
っ
て
し
ま
う
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
古
い
言
い
伝
え
な
ど
に
よ
る

誤
っ
た
知
り
か
た
や
考
え
か
た
を
し
な
い
よ

う
に
、
進
ん
で
正
し
い
理
解
や
認
識
を
も
つ

よ
う
に
努
力
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
正
し
い
理
解
や
認
識
は
ど
う
し

た
ら
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、

も
う
一
度
、
謙
虚
に
、
同
和
問
題
の
根
源
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
「
考

え
て
」
み
て
、
「
わ
か
っ
て
く
る
÷
」
と
こ

そ
が
正
し
い
理
解
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
大
切
な
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
が
ら
を
覚
え
て
物
知
り
に
な
る
こ
と
で

～
ご
り
【
つ
∴
∴
い
ん
し
°
▲

で
は
な
く
て
、
部
落
差
別
や
不
合
理
な
因
習

が
、
そ
の
も
と
は
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
か

ど
う
し
て
今
に
及
ん
で
い
る
の
か
を
じ
っ
く

り
考
え
、
「
自
分
は
ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い
か
い

ち
や
く
じ
↓
∴
∴
上
こ
こ
う
∴
∴
十
二

を
見
定
め
て
、
そ
れ
を
着
実
に
実
行
に
移
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
　
（
完
）

繚
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4月のゴミ収集予定豪

医卒玉 �薫、ゴムなど 

10日、　24日 �町内全域 

畳字署陸離・木片薫、鵬、 
月曜日と木隠田 1日、4日、8日 2日、25日 �広漠、通告、松ノ本、上別府、虫 生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 老良 

正　しいゴミ　の出　し方

○収集日の朝、七時から八時までに出してください。

○燃えるものと、燃えないものとに分けてください。

4月のし尿収集予定暴
楽日 �i大型車収軸区 �小型串収集地区 

1（月） �西町、浅木の一部 �（花園） 

2（火） �東町 �庭、疲 

3（水） �虫生津（新屋敵を含む）、東町 �別府、木守、老良 

4（木） 5（金） �虫生満 月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

11（木） � �〉別府、上別府（商家） 

！丞鍾 � � 

13（土） �旧停 � 

15（月） �遠賀川 � 

16（火） �遠賀川、新町 �鬼津 

17（水） �新町 �千代丸 

坦〔本） �新町 � 

19（金） �広漠（中寧日） � 

0（土） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

2（月） � � 

3（火） �今古賀、尾崎 � 

4（水） �別府 � 

5（木） �尾崎 �鬼津、松ノ本、若松、道宮 

墜〔金〕 �浅木 � 

（土） �若葉台、堂塔寺、上別府、遠雷 �崎（蟹l愈） 

経
濃
密
衛
薫
蒸

洩
嵩
籍
悪
罵

▽
期
　
日
　
4
月
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

▽
内
　
容
産
前
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操

▽
料
金
　
無
料

▽
期
　
日
　
4
月
1
5
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
m
時
5
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所

▽
対
象
児

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
金

役
場
保
健
室

生
後
1
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
塞
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

避
妊
　
の
話
㈲

折
居
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

血
栓
岳
に
は
、
ど
ん
な
症
状
が

あ
る
の
で
す
か
。

血
管
の
壁
に
血
栓
が
で
き
る
と
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
っ
た
り
、
う
っ
滞
し
た
り
し
ま

す
か
ら
、
そ
の
部
分
の
機
能
が
失
わ
れ
る
の

で
す
。
発
仕
蔀
位
に
よ
り
分
け
ま
す
と
、
①

脳
血
栓
症
　
手
足
の
け
い
れ
ん
、
め
ま
い
、

頭
痛
、
耳
鳴
り
　
②
肺
動
脈
血
栓
症
　
激
し

い
胸
痛
、
呼
吸
困
難
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
冷

汗
　
⑤
冠
動
脈
血
栓
　
シ
ョ
ッ
ク
、
冷
汗
、

脈
拍
の
微
弱
頻
数
、
胸
痛
　
④
腸
間
膜
血
栓

症
血
怪
下
痢
、
吐
糞
、
腹
部
膨
潤
、
腹
痛

⑤
下
肢
脈
血
栓
　
下
肢
の
摘
み
、
浮
頗

血
栓
庭
の
予
防
法
は
な
い
の
で

すか。①
静
脈
炎
、
輪
脈
ガ
ン
、
肝
臓
病
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
等
の
疑
い
の
あ
る
人
や
、
十
七

餞
以
下
の
婦
人
は
ピ
ル
を
服
用
し
な
い
。
⑪

喫
短
音
は
非
喫
撞
着
よ
り
四
倍
以
上
発
生
す

る
と
言
わ
れ
、
心
臓
血
画
素
を
陸
曹
す
る
か

ら
で
す
。
⑪
三
十
五
戴
以
上
で
五
年
以
上
ピ

ル
を
服
用
し
て
い
る
婦
人
に
多
い
疎
が
欝

さ
れ
て
い
ま
す
。
④
一
年
一
回
、
血
液
検
査

肝
機
能
検
査
を
受
け
、
以
上
の
部
に
気
を
つ

け
て
い
れ
ば
、
予
防
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（つつく）



塵⑭西㈹紺（8）

別府3番地の29

永田　礼奈ちゃん

（美誠憩きんの長女）
憫和59年4月7日生

私、おひなさまのE＝こ初
めてあんよができたの。4

歩もあるけ，このヨ／ママの

「タッタタッタ」のかけ声
に合わせて、今「）も元気い

広波1674番地の2

松本　庄平　くん

（護等さんの瑚）
間和59年4月4日生

僕は車が大好き〝お父さ
んは僕をよくドライブに連
れて行ってくれるんだ。お
うちでも草で一日中遊んで
いるヨ。寓、僕の部を「惑

霞醒ま
暮㍉　∵∴；諸
今古賀101番地の5

7：か　よ

力丸　貴代ちゃん

（毒議さんの長女）
昭和59年3月25日生

わたしはとても力の強い

女の子で、邦堅いっ（孔、散
らかすのか趣味です。泣き
声の大きいのICは皆んな悩
まされています。貴代のチ
ヤームポイントは耳たぶで　相庄平」と呼ぶけど、どう　　っはい、ヨッチヨッチとあ
ーちゅよ／　　　　　　　　してかな9　　　　　　　　　んよの特訓中です。

⑫

凍
掌

知
的
生
活
の
な
か
で
欠
か
せ
な
い
の
は

．
読
む
，
こ
と
と
．
響
く
○
こ
と
で
す
。

●
問
題
憲
誠
を
も
っ
て
読
も
う

た
だ
漫
然
と
本
を
緩
む
よ
り
は
、
何
か
ひ

と
つ
、
自
分
の
興
味
を
引
く
テ
ー
マ
を
み
つ

け
て
親
書
を
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

万
有
引
力
を
発
見
し
た
一
ニ
ー
ト
ン
は
、

友
人
に
「
き
み
は
リ
ン
ゴ
が
落
ち
て
く
る
の

を
見
て
、
偶
然
に
万
有
引
力
の
法
則
を
発
見

し
た
ん
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
「
い
や
、
わ

た
し
に
は
問
題
懇
談
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

偶
然
を
必
然
に
で
き
た
ん
だ
よ
」
と
答
え
た

と
い
い
ま
す
。

読
む
本
の
量
は
少
な
く
て
も
、
問
題
懇
親

さ
え
鮮
明
で
あ
れ
ば
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。

●
再
読
の
す
ず
め

再
読
と
い
っ
て
も
、
同
じ
本
堂
一
度
続
け

て
読
む
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
、
碧
い
こ
ろ
に
読
ん
だ
本
を
、
も

う
一
度
引
っ
張
り
出
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
十
代
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
本
を
四
十
代
に

な
っ
て
再
読
し
て
み
る
と
、
そ
の
後
の
人
生

経
験
が
大
き
く
作
用
し
て
、
全
く
異
な
っ
た

読
み
方
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

●
ツ
ン
詩
の
す
ず
め

「
い
や
あ
、
本
を
敵
っ
て
も
、
ツ
ン
統
で

す
よ
」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
読

む
予
定
の
本
を
身
近
な
と
こ
ろ
に
撞
い
て
お

く
の
は
、
謙
聾
へ
の
愁
欲
を
か
き
た
て
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

と
き
に
は
、
本
を
ま
と
め
買
い
し
、
机
の

上
に
積
み
あ
げ
て
、
タ
イ
ト
ル
を
眺
め
て
い

の
素
材
と
な
り
得
る
の
は
、
実
は
自
分
‘

で
す
。
．
人
間
は
、
だ
れ
で
も
生
涯
に
一
編

は
小
説
を
苺
け
る
．
と
い
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
自
記
の
す
ず
め

日
記
を
つ
け
る
こ
と
は
、
心
の
速
を
ふ
っ

切
り
、
常
に
頭
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

効
果
的
な
手
段
で
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
文
書
薫
く
曽
根
が

身
に
つ
き
、
自
分
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
は
が
き
の
す
ず
め

葺
く
習
田
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ
の
一
つ

に
、
は
が
き
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
◆
は
が

読
み
、
書
き
で
脳
細
胞
の
活
性
化
を

る
だ
け
で
も
知
的
好
奇
心
が
わ
い
て
き
て
、

脳
細
胞
の
清
隆
化
に
役
立
つ
か
ら
で
す
。

国
図
日
呂
圏

巻
く
．
と
い
う
作
業
は
．
擬
む
．
こ
と

に
比
べ
て
、
か
な
り
の
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
索
喧
な
心
で
自

分
の
思
い
の
た
け
を
書
く
こ
と
は
、
単
に
知

的
作
業
と
い
う
よ
り
も
、
う
っ
せ
き
し
た
自

分
の
心
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
と
い
う
惹
味
で

た
い
へ
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

●
自
叙
伝
を
書
こ
う

蚊
も
身
近
で
、
か
つ
知
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

き
上
手
．
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
つ
も
は
が
き

を
数
行
し
て
い
る
こ
と
と
、
短
く
沓
く
こ
と

です。つ
い
つ
い
種
話
を
利
用
し
が
ち
で
す
が
、

小
ま
め
に
は
が
き
を
出
し
て
ひ
と
味
違
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
の
も
、
知

的
生
活
に
と
っ
て
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
す

◇
　
　
　
◇

読
替
善
く
こ
と
も
、
ず
っ
と
続
け
な
け

れ
ば
蛍
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

決
し
て
気
負
わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

み
な
が
ら
実
行
す
る
こ
と
－
こ
の
点
が
大

部
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
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予
防
接
種
の
申
込
　
方
法

各
予
防
接
穂
の
一

週
間
前
か
ら
三
日
前

ま
で
に
印
鑑
を
欝
参

の
う
え
、
保
健
衛
生

係
に
申
込
み
を
し
て

問
診
票
と
注
謹
書
を

時
間
お
い
て
判
定
、
陰
性

者
の
み
B
C
G
接
穂

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

一
月
二
十
五
日
号
の
十
一
ペ
ー
ジ
そ
し
れ

が
一
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
食
品
重
で
す
ク

の
表
に
重
さ
を
入
れ
ま
し
た
。

健
膝
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
資
料
は
厚
生
省
）

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
B
c
G

▽
撰
種
目
　
ツ
反
4
月
3
日
（
水
）

B
C
G
4
月
5
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
0
0
分
－

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と
B
C
G
を
受
け
て
い

な
い
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月

児

▽
接
種
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後
4
8

破
傷
風
）

▽
接
種
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

4
月
1
2
日
（
金
）
5
月
1
5
日

（
水
）
6
月
1
日
（
金
）
6

月
2
8
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
m
分
～
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
5
0
分
～

中
共
公
民
館

▽
対
象
者
o
第
一
期

〇
第
二
期

▽
接
種
方
法

。
第
一
期

。第二瑚

生
後
2
4
－
4
8
カ
月
児

第
一
期
終
了
後
、
1
2
－

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

四
回
の
内
い
ず
れ
か
三

回
接
穂

四
回
の
内
い
ず
れ
か
一

回
接
種

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼
児

は
、
二
越
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
で
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
。

○
編
集
係
か
ら
○

募
集
し
て
い
ま
す

「
こ
れ
が
私
の
健
康
法
」

拡
報
一
お
ん
が
」
で
は
、
新
シ
リ
ー
ズ
「

こ
れ
が
私
の
蝕
康
法
」
の
参
加
奮
発
集
し

ます。た
と
え
は
、
「
乾
布
ま
き
つ
を
し
て
い
る

」
と
か
「
朝
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
」

「
お
米
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」
、
「
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
し
て
い
る
」
、
「
草
は
で
き
る
だ
け

使
わ
ず
、
毎
日
歩
く
こ
と
」
な
ど
な
ど
、
あ

な
た
や
あ
な
た
の
こ
家
族
で
日
常
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

小
学
生
か
ら
お
じ
い
ち
e
ん
、
お
ば
あ
ち

や
ん
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
健
康
法
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ハ
ガ
キ
に
あ
な
た
の
僅

諒
法
…
：
を
し
て
い
る
・
住
所
・
氏
名
・
種

詣
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀
町
役
甥
企
画
調

整
課
「
こ
れ
が
私
の
挫
壌
法
係
」
宛
お
出
し

く
だ
さ
い
。
係
が
取
材
に
伺
い
ま
す
。

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
「
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

た
だ
今
五
月
二
十
五
日
号
ま
で
埋
ま
っ
て
い

ます。こ
れ
か
ら
ハ
ガ
牛
を
出
さ
れ
る
方
は
、
六

月
十
日
号
以
降
の
発
行
日
現
在
、
一
哉
以
下

の
赤
ち
ゃ
ん
が
対
象
で
す
。

（
紙
面
の
都
合
で
毎
回
二
、
三
名
し
か
掲

載
で
き
ま
せ
ん
の
で
先
諦
順
で
締
切
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
了
承
く
だ
さ
い
）
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膚 上 調の議韓調蓋彊語義轟
◎時間の中で、口：ローロ：ロは、その時関内であれば可。

ロ：ローは、その時間から始まるので、時間までに集まること。

日 �曙∴ �行　　事　　内　　容 �時　　間 ���難会揚i担当係名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

／27 l ／l �水 （ 月 �込み受付 � ���塞鰯生副俵鰯生係 �印鑑持参のこと �9ページ 

1 �月 �狂　犬病予　防　注　射 � ��� �料金接種料1．750円 　登録料2．100円 � 

2 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－　南保艦匡衛生係 ����妊産婦 �7ページ 
狂犬病予防注射 �10 11 13 �00－10 05－11 30－15 �純絹籍髄衛生係 ��不愛犬引取ります � 

3 �水 �狂犬病予防注射 �10 10 11 13 14 �00－10 55－11 35・一11 30－14 45－15 �認 � �料金接種料1．750円 　登録料2，100円 不要犬引取ります � 

13：10－14中央公輔車衛生係 ����一度も検査とBCGを受け �9ページ 

4 �木 �狂犬病　予　防　注射 �13：30－15：00i ���薄謝保鯛生係 �不要犬引取ります � 
19：30・－ ���警護背中育係 �参加申込チームの監督　参 � 

5 （ 9 �金 （ 火 �三種混合予防接種申込み 受付 � ���憲櫛生計保鰯生係 �印鑑詩参のこと �9ページ 

5 �金 �B　C　G　予　防　接種 �13：10－14中央公輔車飴係 ����陰性者のみ �9ページ 

6 �土 �狂　犬　病予　防注射 �10：00－11‥301松ノ木公民館匡雑係 ����不要犬引取ります � 

8 �月 �畠門小学校入学式 �10：00－ ���暇体離上弦係 �入学予定者74人 � 10：00－　車体離i学務係 ���� � 

10‥00一　国綿飴上蔀係 ����i入学予定者57人 i（男27人、女30人） � 

9 �火 �遠賀中学校入学式 �10‥00－　車体育館i学務∴係 ���� � 

遠賀南中学校入学式 �10：00－－ ���肢体翻主務係 � � 

10 �水 �老　人　会　畏　会 �車0－ ���老人憩の家巨祉係 �） � 

11 �木 � � ���公民館別館i福祉係 �料金無料 � 

12 �金 �三瀬混合予防接穂 � ���中央公輔車衝蝶 � �9ページ 

14 �日 �男子バレーボール競技 �阜：40－　商竺育l体育∴係 ����メント � 

15 �月 �乳　　児　　相　　談 �9‥30－10車妹随聖上健衛生係 ���� �7ページ 


